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１．概要（Summary） 
近年，インクジェットプリンタや 3D プリンタなどの機器

により導電性の素材を出力し，センサや回路， インタラク

ティブオブジェクトを作成する手法が数 多く提案されてい

る.そのひとつとして，こうした 機器を用いてスピーカーを

作成する試みがなされている.Oh らの提案した PEP 
(Printed Electronic Papercrafts) では，アプリケーショ

ン例のひとつと して導電性インクを用いて印刷した紙に

よってスピーカーを実装している [1].PEP のアプリケー

ション 例では，コイル形状回路の中央に永久磁石を配置

し， 3D プリンタで出力したオブジェクト内部に組み込む 
ことでスピーカーを実現している.これに対し本研究では，

永久磁石の取り付けを必要とせず，導電性 インクによっ

て印刷した用紙を切ったり，折り曲げたりするだけで容易

に作成できる折り紙スピーカーを提案する. 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
振動解析装置 MSA-500 
【実験方法】 

銀ナノインクの印刷により作成した紙製スピーカーを機

材中央に固定し，300 V に昇圧された 500Hz のサイン波

信号を入力することで紙を振動させ音を発生させる．その

際，振動する箇所について，機器を用い，周波数を測定

する． 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

Figure 1 に 500Hz の信号を入力した際に計測された

データを示す．グラフより，入力した信号に対し，紙製のス

ピーカーであっても同周波数の振動が発生していることを

確認した．同時に一定の周波数の音が発生していること

を確認した． 

 
Figure 1. Experimental result of frequency 

measurement. 
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